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▋策定後フェーズの変化

○ 道では、本年７月、「本道におけるAI政策の基本的考え方」を決定。
今後、年度内を目途に、関連分野も含めた道としてのAI政策の推進方策を取りまとめ
ることとした。



ビジョン改訂の方向性（案）02 6

▋基本的考え方

① 新たに道におけるＡＩ政策を盛り込みつつ、エネルギー政策とＡＩや半導体・デ
ジタル関連の産業政策を一体的に展開していくことを示すとともに、現行のビジョ
ンに掲げる取組との関係等を整理。

③ ラピダス社の２ナノ半導体の試作成功などプロジェクトの進捗状況のほか、国によ
る改正情報処理促進法やＡＩ法の成立、「ＡＩ・半導体産業基盤強化支援フ
レーム」や「ＧＸ2040ビジョン」の策定による支援強化、周辺自治体の新たな動
き等の情勢変化について、必要に応じ反映。

② 地方大学・地域産業創生交付金を活用して、道が令和７年度から実施する人
材育成や研究開発支援の取組を盛り込む。

全道へのGXとAI・DXの一体的な展開を図ることを目的に、最新の動向や
取組の情報を収集・整理し、情勢変化を踏まえた改訂を行う。

➤視点 ラピダス社の立地効果の全道への波及に向けて、AI・DXの全道展開による地域課題解決
を図る通筋を示す。
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▋策定時の情勢

■データセンター立地の
進展

■再エネ供給拠点の
整備

R5.７.1
ラピダス社IIM-1
起工式

立地表明を含め
４５件が立地

R7.7
檜山沖と松前沖が
再エネ海域利用法
の促進区域に指定

■国の次世代半導体
プロジェクトの開始

ラピダス社の立地
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▋これまでの道の取組

■半導体関連産業の
集積

■産学官ネットワークの
構築

■若年層への関心の
惹起

R６
全道各地で
体験教室・出前講座
を開催

全道各地で地域の
ニーズや課題等を
踏まえた産学の関
係者による検討会
を開催

展示会への出展
～ガスや配管など
の周辺企業の誘致～
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▋これまでの道の取組

■道民の理解促進

■ イ ン フ ラ 整 備 や
環境保全

■複合拠点の実現を
目指した人材育成と
研究開発の一体的
推進

R６
全道１４地域で
セミナーを開催

「 北海道半導体人材育成ポータルサイト -
H o k k a i d o T e c h A c a d e m i a 」

高校生等への
情報発信

道路や配水施設の
整備や水質調査の
実施

【配水管布設工事イメージ】【中継ポンプ場イメージ】
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▋策定後フェーズの変化

■試作から
量産製造
への一歩

7月18日に行われた記者会見時
の様子

■アジアの
データハブ
への動き

アジア最大級のAIデータセンターの
建設

民間企業による
国際海底ケーブル計画

7月18日に行われた
記者会見時の様子 2nm GAAトランジスタ試作ウェーハ

提供：Rapidus株式会社
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▋策定後フェーズの変化

■国 の
新 た な
支援政策

A I ・ 半 導 体
産業基盤強化
フ レ ー ム 策 定

➤

2030年度までに

AI・半導体分野へ１０兆円以上

情促法改正
AI法 制定

➤

・ 国による出資等を可能に
・ 最もAIを開発・活用しやすい国へ

■道 の
新 た な
支援政策

規制緩和
➤ 国内唯一の

GXに特化した特区

税制優遇
➤ DX・GX分野
法人道民税等最大１０年間 免除

立地補助金
➤ DX・GX産業

最大 １５億円 補助
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